
株式会社土屋（井原市）：
外国人介護人材の受け入れを開始

25.01.29

介護のトータルケアカンパニーとして全国47都道府県で障害をお持ちの方

や高齢者に対して介護サービスを展開する株式会社土屋（本拠地：岡山県

井原市）は、介護サービスの更なる品質向上と利用者様へのサービス拡充

を目指し、2025年1月より外国人介護人材の受け入れを開始いたしました。

　当社では、このような社会課題に対応すべく、2024年に国際企画室を新

設し、外国人介護人材の受け入れ体制の整備を進めてまいりました。国際

企画室では、外国人介護人材の受け入れに向けた準備をはじめ、来日後

の生活支援や介護福祉士資格取得支援のための体制を構築。また、異文

化理解促進のための社内研修プログラムの実施など、外国人介護人材が

安心して働ける環境づくりに取り組んでいます。

このような体制整備のもと、2025年1月27日(月)より1名、28日(火)より2名、

外国人材を順次配属し、コミュニティホームのがわおよびプレムダンにおけ

るサービス体制を強化いたします。今回の人材配置により、より充実した介

護サービスの提供が可能となり、地域の皆様への更なるサポート体制を整

えてまいります。

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000054.
000084582.html



両備グループ：
外国人社員が全国初の試験合格、岡山市内で会見

25.02.05

両備グループ（岡山県）のトランスポーテーション＆トラ

ベル部門（両備グループの交通運輸に携わる事業会社

の総称）は、宇宙一本気（マジ）な乗務社員採用プロジェ

クトを通じて、次の100年につながる安定的な総合運輸

交通サービスの基盤づくりを目指しています。昨年11月

よりシーズン２として、ネクスト100年を創る運行能力確

保に取り組んでおりますが、このたび、ニッコー観光バ

ス株式会社（本社：東京都品川区八潮、代表者：代表取

締役COO　松本修明 ）所属のインドネシア国籍の社員イ

ユス（ Iyus ）が、2024年12月20日に受験した「自動車運

送業分野特定技能1号評価試験」において、2025年1月

10日付で合格しました。

 

 

 
https://www.ohk.co.jp/data/26-20250205-00000015/pages/



OUR×中国銀行：
特定技能人材の紹介でビジネスマッチング契約

25.02.06

株式会社ONODERA USER RUN(代表取締役社長：加藤 順　

所在地：東京都千代田区 以下「OUR」)は、株式会社中国

銀行（取締役頭取：加藤　貞則　所在地：岡山県岡山市

北区丸の内1丁目15番20号、以下「中国銀行」）は、2025

年2月1日（土）より、「特定技能」の外国人材に係るビジ

ネスマッチング契約を締結し、中国銀行の顧客に向けた

特定技能外国人材の紹介サービスを開始しましたことを

お知らせします。

 

 

 

 

 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000072.000101779.html



岡山理科大学：フレッシュマンセミナーで国際交流プログラムを
紹介

25.05.08

1年生の科目である「フレッシュマンセミナー」は、

第2回と第3回は学科独自のことを毎年行っております。

今年は、学科の学生スタッフであるSAたちが考えた

「クイズ大会」を開催しました！1年生を10グループに

分けてそれぞれのグループで1位を競ってもらいました。

大学生活にだんだん慣れてきたころに、この様な催しものをする

ことで緊張も解け、横のつながりがより強くなったのではと思い

ます！

 

 

 

 

https://www.ous.ac.jp/topics/detail.php?id=5504



岡山県：外国人介護福祉士候補者受入施設  
学習支援事業の実施

25.05.29

岡山県は、経済連携協定又は交換公文に基づき入国

する外国人介護福祉士候補者が円滑に就労・研修でき

るように、候補者を受け入れた個々の施設における日

本語及び介護分野の専門知識・技術習得の支援を行

います。

受入施設等が実施する候補者の日本語習得状況に応

じた日本語学習に必要な経費（日本語講師の派遣に要

する費用、日本語学校利用時の受講料等）や介護分野

の専門学習の費用（民間業者が実施する模擬試験や

介護技術講習会への参加費用等）の一部を助成しま

す。

https://www.pref.okayama.jp/page/977971.html



岡山の外国人労働者が過去最多を更新（岡山労働局発表を
報道） 25.02.01

朝日新聞は、二四年十月末時点の県内外国人労働者が

前年同期比一〇・九％増の二万六千六百七十六人と

発表されたと報じた。

製造業の比率が高く、雇用する事業所数も過去最多。

人手不足を背景に、特定技能や留学生の就労が広がる

流れが続いていることを示す。

地域の産業構造への影響や受け入れ体制の整備が

引き続き課題となる。

 

 

 

 

https://www.asahi.com/articles/AST104DV8T10
PPZB00FM.html



建設分野の特定技能評価試験を岡山で実施
25.03.13

国内の評価機関は、三月一三日に岡山会場で

建設分野の特定技能試験を実施すると告知した。

県内外の受験希望者にとって、移動負担を

抑えて受験できる機会となる。

受験後は企業への就労支援が行われ、

地域の建設現場の人材確保にも寄与が期待される。

 

 

 

 

 

https://jac-skill.or.jp/news/examinfo/exam-info-
okayama.php


